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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第２区分
【発行日】平成23年7月21日(2011.7.21)

【公開番号】特開2010-93078(P2010-93078A)
【公開日】平成22年4月22日(2010.4.22)
【年通号数】公開・登録公報2010-016
【出願番号】特願2008-262104(P2008-262104)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｓ   3/10     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/08     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/04     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｓ   3/10    　　　Ｚ
   Ｇ０２Ｂ   5/08    　　　Ａ
   Ｇ０２Ｂ   5/04    　　　Ｃ
   Ｇ０２Ｂ   5/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年6月6日(2011.6.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光透過性を有する媒質からなり、空気の屈折率より大きい屈折率を有し、入射するレー
ザ光を壁面で複数回反射させながら内部を伝搬させる光学素子において、
　前記壁面の一部に位置し、前記レーザ光を入射させるための入射窓と、
　前記壁面の一部に位置し、内部を伝搬した前記レーザ光を出射させるための出射窓と、
　前記媒質の一部に一体的に位置し、前記レーザ光を少なくとも２回透過又は反射させる
ことによって波長分散を補償する波長分散補償手段と、
を備える、光学素子。
【請求項２】
　前記波長分散補償手段は、前記媒質の一部に直接加工によって形成されている、
請求項１に記載の光学素子。
【請求項３】
　前記波長分散補償手段は、前記媒質の一部に貼り付けられている、
請求項１に記載の光学素子。
【請求項４】
　前記波長分散補償手段は、前記入射窓及び前記出射窓のうちの少なくとも何れか一方に
位置し、透過型の波長分散補償手段である、
請求項１～３の何れか１項に記載の光学素子。
【請求項５】
　前記波長分散補償手段は、前記入射窓及び前記出射窓以外の前記壁面に位置し、反射型
の波長分散補償手段である、
請求項１～３の何れか１項に記載の光学素子。
【請求項６】
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　前記波長分散補償手段は、前記媒質の内部に位置する、
請求項１又は２に記載の光学素子。
【請求項７】
　前記波長分散補償手段は回折格子である、
請求項１～６の何れか１項に記載の光学素子。
【請求項８】
　前記波長分散補償手段はプリズムである、
請求項１～６の何れか１項に記載の光学素子。
【請求項９】
　前記入射窓及び前記出射窓は、前記壁面における同一部位に位置する、
請求項１～６の何れか１項に記載の光学素子。
【請求項１０】
　励起光を供給するエネルギ供給部と、
　前記励起光を受けてレーザ光を生成する光増幅媒質と、
　前記レーザ光を壁面で複数回反射させながら内部を伝搬させる光学素子であって、請求
項１～９の何れか１項に記載の当該光学素子と、
を備える、レーザ光発振装置。
【請求項１１】
　励起光を供給するエネルギ供給部と、
　種光を受け、前記励起光を用いて当該種光を増幅することによってレーザ光を生成する
光増幅媒質と、
　前記レーザ光を壁面で複数回反射させながら内部を伝搬させる光学素子であって、請求
項１～９の何れか１項に記載の当該光学素子と、
を備える、レーザ光増幅装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明のレーザ光発振装置は、励起光を供給するエネルギ供給部と、励起光を受けてレ
ーザ光を生成する光増幅媒質と、レーザ光を壁面で複数回反射させながら内部を伝搬させ
る光学素子であって、上記した光学素子と、を備える。
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